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開議 午前１０時００分 

 

◎開議の宣告 

○副委員長（水野正勝君） おはようございます。委員長と交代し、副委員長が議事を進めま

す。 

  ただいまの出席委員は１１人です。定足数に達していますので、会議は成立しました。 

  これから本日の会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎認定第１号の質疑 

○副委員長（水野正勝君） ９月１２日の特別委員会に引き続き、１１４ページ、一般会計決

算の歳出５款労働費から、１２６ページ、歳出６款農林業費までの質疑を行います。 

  発言を許します。 

  ２番、荻原勝君。 

○２番（荻原 勝君） おはようございます。今日もよろしくお願いします。 

  決算書の１２０ページ、６款農林業費、１項農業費、６目の農林会館費４６０万３，２９

２円について伺います。農林会館の中央玄関部分のタイルの剥がれは修復され、先日の二十

歳の集いでも見栄えがよくてよかったなというふうに思いましたが、残念なことに正面右の

入り口付近のタイル剥落が前と横に少々あります。せっかく正面を直したのにそこだけ残す

のはもったいないと思います。資材も置かれたままになっております。何とかならないでし

ょうか。 

  以上です。 

○副委員長（水野正勝君） 農政課長、佐々木光彦君。 

○農政課長（佐々木光彦君） 農林会館の部分についてお答えをいたします。 

  農林会館は昭和５５年に建築をされまして、４２年が経過をしているところでございます。

委員おっしゃいますとおり、躯体でありますとか内外装、それから設備の老朽化というとこ

ろが現在進んでいるところでございます。委員おっしゃいましたとおり、そういう老朽化が

各地で進んでおりますしタイル部分ということもあろうかと思いますけども、それも多くあ

る老朽化した部分の一部分ということではあります。極力修繕をしていきたいとは思ってお
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りますけれども、いずれ庁舎周辺再整備計画というのが現在検討を庁舎内でされております

ので、それらの中で農林会館の位置づけ、在り方という部分も合わせて現在計画を検討され

ている部分がございますので、それらも考慮に入れながら、利用者が不便を来さないような

範囲内での修繕という部分をしながら、利用に努めていきたいというふうに考えているとこ

ろでございます。 

○副委員長（水野正勝君） 荻原勝君。 

○２番（荻原 勝君） 今言われたとおりだと思いますが、私も以前から奥のトイレのことと

かそういう下水関係とかについてもお願いしてきたところなんですが、そういうところと比

べて本当にタイルが何箇所か剥落しているというだけで、しかも外見の外見ということもあ

りますので、何とかそんなに下水の修繕とかどこに通っているかもう分からないような感じ

になっているとか、そういうところに比べたら百分の１とかもっと安い値段、費用でできる

んだと思います。そういう点で、そんなに費用がかからないと思いますのでやっていただれ

ばなと思います。 

  それで、農林会館の周囲は大分片づけられてきれいになってきてはいると思います。こざ

っぱりしてきたのではないかなというふうに思っております。公共施設にはこのこざっぱり

の精神を生かすべきだというふうに考えますが、いかがでしょうか。 

○副委員長（水野正勝君） 農政課長。 

○農政課長（佐々木光彦君） 全く荻原委員おっしゃるとおりだと私も思いますので、先ほど

のタイルの部分も含めて、極力こざっぱりした形で町民の皆様に御利用いただけるように努

力をしてまいりたいというふうに思っております。 

○副委員長（水野正勝君） ほかにございませんか。 

  ４番、佐々木信一君。 

○４番（佐々木信一君） 実績報告書から２２ページで、主食米販売基金とそれから地域策の

支援についてなんですけども、この米に対する販売価格の下落と苗代の資材代支援を行った

わけなんですけども、その効果はどうだったのか、これを両方足すと１１１万１，８６３円

で、これを戸数で割ると１戸当たり３，６８１円という金額だったんですが、この効果はど

うだったのかお伺いいたします。 

  ２点目は、２３ページの地域おこし協力隊ストロベリーと地域おこし農をつなぐ部分なん

ですけども、この地域おこし協力隊の取組と効果、そして実績はどうだったのか１回目お伺

いします。 
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  以上、２点でお願いします。 

○副委員長（水野正勝君） 農政課長、佐々木光彦君。 

○農政課長（佐々木光彦君） それでは、１点目の主食用米販売緊急支援事業費補助金と主食

用米次期作生産振興支援金の部分についてお答えをしたいと思います。 

  委員御存じのとおり、昨年米の概算金というのが下落をしたという部分がございまして、

その次年度以降の生産維持という部分が心配されるということから、当町ではこのような形

で補助金を制定して支援をしたところでございます。金額がそれで十分だったのかと言われ

ると、それはちょっと十分ではなかったのかなとも我々としても思ってはいますけれども、

ただ、その町として支援をしながら生産継続をしていただきたいという気持ちを農協ととも

に示したというふうな部分がございますので、そういった部分での成果、これをやったこと

によってじゃあどのぐらいの農家さんが廃業しなかったのかという部分は把握はできてはお

りませんけども、ある程度の方々が継続して生産に取り組んでいただけたのではないかなと

いうふうには捉えているところでございます。 

  それから、２点目の地域おこし協力隊の部分でございます。ストロベリープロジェクトと

農をつなぐプロジェクトと現在取り組んでいるものがございますけども、取組と実績という

ことでございますけども、まだ地域おこし協力隊の任用期間中ということがございますので、

実績という部分は特になかなかお答えする部分はないんですが、ストロベリープロジェクト

につきましては現在の隊員が２名いたんですが、１名の方は昨年度の２月で任期を退職され

たという経緯がございます。残された１名の方は現在研修中でございまして令和６年の１月

までの任期となって、ストロベリープロジェクトということでいちご農家の技術習得、いち

ご農家のほうで研修を積みながら、技術習得に取り組んでいるところでございます。 

  それから農をつなぐプロジェクトにつきましては、この方は任期が令和５年の６月までと

いうことになっておりまして、この方につきましても野菜の農家さんのほうで研修をしてお

りまして、現在その取組を行っている最中というところでございます。 

  以上でございます。 

○副委員長（水野正勝君） 佐々木信一君。 

○４番（佐々木信一君） この米価下落の部分の支援に対してなんですけども、産業振興基金

というものがあって、その渦中も考えて支援したほうがよかったのではないかなと考えます。 

  それから２点目の地域おこしですけども、町内では農業継承を望んでいる農家もあると思

うんですが、今後この地域おこし協力隊の定着とその望んでいる農家に対して、どういうふ
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うな形で取り組んで行くのかお伺いいたします。 

○副委員長（水野正勝君） 農政課長。 

○農政課長（佐々木光彦君） １点目の部分でございますけども、委員おっしゃいますとおり

その産業振興基金を活用して、例えばもっと大々的に支援すべきという方法もあったんじゃ

ないかというのは、多分御質問かなというふうには思いますけども、当町としましては、今

回の対応としましてはコロナに関する影響もあったということもございましたので、そうい

った交付金を活用しての実施となったところでございます。 

  それから、地域おこし協力隊の農業継承に関しての部分でございますが、町内で農業継承

を探している農家さんがどのぐらいあるかという部分もなかなか実態はつかめていないとい

うところもありますので、そういった現状把握も含めましてやる必要がまず一つあるだろう

と思っておりますし、あとはその実際の協力隊の方がどういう意向を持っているのかという

のも、その意向を尊重してあげたいというか、叶えてあげたいという部分も担当課としては

考えておりますので、毎週地域おこし協力隊の定例会というのを開催をしております。いろ

んな悩みでありますとか課題でありますとか今後の意向でありますとかという部分を、意見

交換しながら課題解決できる部分については課題解決していくというような場を設けており

ますので、そういった場とかも活用しながら、今後の意向等についても、引き続き相談を受

けながら支援をしてまいりたいというふうに考えているところでございます。 

○副委員長（水野正勝君） 佐々木信一君。 

○４番（佐々木信一君） 最後ですけども、この支援の方法として、農業者が本当に困ってい

るときに手を差し伸べてあげるのが行政の仕組みだったりだと私は思ってはいるんですけど

も、その手を差し伸べる、今後こういった部分があったときの差し伸べ方とすれば、今後ど

ういうふうな形で取っていくのかお伺いいたします。 

○副委員長（水野正勝君） 農政課長、佐々木光彦君。 

○農政課長（佐々木光彦君） なかなか答えが難しいですけども、いずれ支援が必要な場面と

いうのが様々あるかと思いますので、状況把握といいますか、どういう今支援が求められて

いるのかという部分を町としてもしっかり把握を、直接お話を聞いたり調査をしたりという

ことで、どういう支援が求められているのかを把握をしながら、町としてできる支援がどう

いうことがあるのかといった部分を分析というか内部で検討した上で支援をしていきたいと

いうふうに考えているところでございます。 

○副委員長（水野正勝君） ほかにございませんか。 



－47－ 

  ７番、阿部祐一君。 

○７番（阿部祐一君） ３点お願いいたします。 

  まず最初に、実績表の２３ページです。６款１項３目のアツモリソウ増殖事業についてお

伺いいたします。実績のとおり、試験研究等により増殖技術向上と保護意識の雇用が図られ

たとなっておりますが、この説明にもあるとおり、株分け等のこういう研修会はまず本当に

いいのかなと思いますが、試験研究のほうの無菌培養に係る試験研究の成果はどうなってい

るのかお伺いいたします。 

  次は、２５ページの６款２項２目の松くい虫のことについてお伺いいたします。 

  ごめんなさい、２４ページでした。下から２番目ですが、これで松枯れ対策をやっている

わけですが１９０本ということで、昨年度を見ましても８４１万円と同じくらいの金額がか

かっていますが、これで高止まりなのか、今後まだまだ広がる予想なのか、その辺をどのよ

うに捉えているのかをお伺いいたします。 

  ３点目は、決算書のほうの１２４ページでございます。６款２項２目の林業振興費の一番

上です。岩手県治山林道協会負担金が１６万１，０００円ありますが、これは協会に入って

いるということでございますが、この会に入ることによって林道治山行政にどのように効果

を現しているのかお伺いいたします。 

○副委員長（水野正勝君） 農政課長、佐々木光彦君。 

○農政課長（佐々木光彦君） それでは、私のほうから１点目、アツモリソウ増殖事業の関係

についてお答えをしたいと思います。 

  現在今御質問があった部分は、試験のほうの成果はどのようになっているかというような

御質問だったと思いますけども、アツモリソウ増殖事業の研究成果というのは毎年報告書と

して上がってきているわけですけども、その試験区ごとに何年の物がどのぐらいの本数が今

残って試験中であるというようなものが上がってきておりますので、トータルで言いますと、

現在の本数が試験区としては１，９８４本、それから里親のほうに順化をお願いしている部

分が５，２３０本ということで、合わせまして７，２１４本となっております。 

  そのうち出芽したのが試験区が５２７本、それから里親が７５２本ということで、合わせ

まして１，２７９本という出芽の状況となっております。こういった部分が毎年報告はなさ

れている部分でございます。 

  以上でございます。 

○副委員長（水野正勝君） 林政課長、菊田賢一君。 
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○林政課長（菊田賢一君） 私のほうからは、２点目の松くい虫の対策に係る広がりはどうか

という部分と、３点目の治山林道協会の効果についてお答えをいたします。 

  まず初めに、松くい虫の対策の広がりがどうかという部分ではございますが、住田町に発

生してから数年が経過しております。最先端地域ということで、県のほうでも補助金をとり

あえずはつけていただいて、松くい虫防止に努めているところでございます。広がりはとい

うことでありますが、今は広がりを防ぐために対策を取っている状況になっております。 

  あと治山林道協会の効果ということになりますが、治山林道協会については災害防止の点

から、今ですと五葉地区に治山ダムを建設しておりますが、災害に応じた部分で適所にそう

いった部分の設置をするというふうな部分で効果はあるものだと捉えております。 

  以上です。 

○副委員長（水野正勝君） 阿部祐一君。 

○７番（阿部祐一君） 最初にアツモリソウのほうですけれども、これは住田町の花というこ

とで長らく増殖について取り組んできているわけですが、大分成果が出てきているところも

ありますが、なかなか進まないという面も見られます。それで、町の花ということでアツモ

リソウ、こういってはいきませんが見本園などが出ておりますが、まずぜひそういうやっぱ

り住田町の売りですので、その辺の公園化といいますか、この苗を使ってぜひ町民の皆さん

が楽しめるとか、ほかからも来て見学できるというような方向に持っていければいいのです

が、その辺をどう考えているのかお伺いいたします。 

  松くい虫についてですが、この点については大迫とかあちらの県庁でほとんど全滅という

ようなことがありますので、やっぱり広がりをいかに抑えるかということなんですが、今の

ままの監視体制で十分なのか、その点について伺います。 

  それから治山林道協会のほうですが、先ほど砂防ダムと言いましたが、正確には治山ダム

だと。林業では土木関係では砂防ダムと言いますけれども、治山治水のほうですから。それ

で、住田町のような急峻な地形であれば、大雨が降れば大きく沢々が傷みやすく被害が出や

すいということで、こういうような部分も台風１０号のあれのことかなと思うんですが、そ

のほかにも治山ダムがいっぱいありますが、この点について長い年月によって建設されてき

ておりますが、この治山ダムをみんな満杯になってその効果、降ったときのあれが皆雨水は

超えていくということで止まる効果というのが失われておりますが、既存の物でのそういう

検証といいますか、どうなっているかはどのように捉えているのかをお伺いいたします。 

○副委員長（水野正勝君） 農政課長。 
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○農政課長（佐々木光彦君） 私からは、１点目のアツモリソウについてお答えをしたいと思

います。 

  委員おっしゃいますとおり、アツモリソウ園ということでバイパス沿いにございますけど

も、あそこの部分はかっこ花を守る会のほうが設置をしてそこで管理をしているわけでござ

いますけども、会のほうとお話をする機会があるわけですが、会のほうもなかなか高齢化を

してきてもうちょっと管理するのが難しくなってきているというような現状は、お話として

聞いておるところでございます。 

  いずれですけども、委員おっしゃいますとおりアツモリソウについては町の花という部分

がございますので、町の花となればやはりある一団体が取組をする取組も必要だとは思うん

ですが、やはり町民全体でアツモリソウを保護・増殖していくっていう意識も大切なのかな

というふうに思っておりまして、現在まで確立されました増殖事業・保護事業等のその成果

を、今年度、令和４年度にその伝承本ということで制作に現在取り組んでいるところでござ

います。基本的にはこれまで行われてきたアツモリソウ講座の中身を中心に、それにこれま

でアツモリソウに関わってきた方々のお話等も交えながら伝承本という部分を制作しようと

しているわけですけども、それに合わせましてＤＶＤも付けまして住田テレビさんのほうに

取材をお願いしたりしまして、現在その編集作業に取り組んでいただいているわけですけど

も、そういった部分をぜひ町民の皆さんにもお買い求めいただきながら、町民全体でアツモ

リソウをめでるといいますか保護していく、増殖していくというような取組をしていきたい

というふうに考えているところでございます。 

○副委員長（水野正勝君） 林政課長。 

○林政課長（菊田賢一君） 松くい虫対策の体制というふうな部分でございますが、体制につ

きましては森林組合さんに依頼するところが非常に大きいわけですが、可能な限り松くい虫

の被害を見つけたところを駆除するように努めているところでございます。 

  あとは、先ほど私、砂防と言って大変失礼しました。林政の部分では治山ダムということ

になります。治山ダムの構造につきましては、ある程度土砂が堆積しても機能的には十分通

用するような構造になっておりますので、効果はあるものと捉えております。 

  以上です。 

○副委員長（水野正勝君） 阿部祐一君。 

○７番（阿部祐一君） 最後に一点だけお願いします。 

  アツモリソウですが、今本の作成など、住田テレビでの取材などをやっているということ
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でございますが、ぜひ進めてほしいわけですが、やっぱり進めるとなるとこの里親制度、こ

れの拡充が一番講習を受けている方々のみならず底辺を広げないといけないと思うんですが、

その辺の取組をお伺いいたします。 

○副委員長（水野正勝君） 農政課長。 

○農政課長（佐々木光彦君） 里親の拡充が必要ではないかという御意見がございましたけど

も、まさしくそのとおりだと思います。現在里親になっている方々もだんだんそれこそ高齢

化してきてという部分がございますので、里親になっている方々でも１０人弱、それから準

里親というような方々が４～５人となっておりますけども、アツモリソウに興味がある方、

あるいは栽培技術がある方、そういった方々、きちんと管理してくれる方というんでしょう

か、そういう方々を募りながら拡充していくということは、やはり今後の保護増殖という部

分については、私も必要なのではないかなというふうには考えているところでございます。 

○副委員長（水野正勝君） ほかにございませんか。 

  ６番、村上 薫君。 

○６番（村上 薫君） ３点お伺いいたします。 

  １点目は、実績表の２３ページの真ん中辺になります。先ほど地域おこし協力隊の絡みで

質問がありましたが、私は地域おこし協力隊も含めて農業者の担い手確保、後継者確保とい

うことで質問をしたいと思います。 

  地域おこし協力隊それぞれ任期がございまして、あと半年であるとか一年ぐらいあるとか

いうことでございますが、いずれ農業の担い手を確保するということは地域おこし協力隊も

そうですが、例えば定年後に中途から農業に就農するという方もございますし、若い方々が

新規で就農をする形、それからこの地域おこし協力隊が就農する形とかいろいろなケースが

あるわけです。 

  私が大事だと思うのは、先ほど地域おこし協力隊は毎週１回定例会を設けて相談とかに乗

っているということで、それはそれで大変重要なことだと思いますが、私が考えるに、今言

いました中途から入る方々あるいは新規で取り組む方、地域おこし協力隊の方々とか、そう

いう方々を全体的に網羅して見れる相談体制というのがやはり必要なんだろうと思います。

そこが、今後農業に定着をしていけるかどうかというところのポイントになるんじゃないの

かなというふうに考えますが、この全体の担い手を見れる相談体制といいますか、そういう

人員体制をどういうふうに構築していくのかお伺いをいたします。 

  ２点目です。その下のほうになりますが、６款１項３目の畜産振興の一番下のほうに畜産
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競争力強化整備事業の補助金に関わってお尋ねをいたします。種山の奥のほうに現在鶏舎９

棟ですか、今後６棟を加えて１５棟ぐらい整備されるということで、その手前のほうに鶏ふ

んのペレット工場があるわけですが、先日私も現場に行って見てまいりましたが、これから

ますますここの畜産団地というのがこれから発展していくわけですが、まず一番ちょっと心

配になったのは、携帯の電話が通じないという面があります。一部通じたとしても工場の片

端のほうでしか通じないとかありまして、現在はその大型車が平均大体７台、鶏ふんを積ん

だりとか飼料を積む、あるいはガスを運搬するとかいろいろな車、大型車が通っております

が、現在でも１台、一日平均７台は通っております。 

  そこでこれから冬場を迎えるわけですが、事故があった場合あるいは砂利道ですので、林

道と山との境界がはっきりしないんですね、雪が積もると。そこで立ち止まってしまったり

するとなかなか動けなくなってしまうと、そういう状況が発生しますので、携帯の不感地域

であることを解消する手だてというものを考えていただきたいと思います。 

  ３点目ですが、下のほうの６款２項１目の種山ヶ原体験交流センター遊林ランドの管理委

託に関わってですが、この遊林ランド種山ヶ原に関しては、木道を除けば大体年間７００万

円ぐらい、６００万円ぐらいですね、かけて維持管理をしているわけですが、私はその遊林

ランドをこの間も見てきましたがそのままの空き家状態が続いておりまして、新たな使い道

を考えなきゃならないと。町では体験要望として森の科学館の実現を訴えておるわけですけ

ども、やはり町としてどういうふうな使い方をするんだということがないと、県のほうもな

かなか乗ってきづらいのじゃないかなというふうに考えますが、いかがでしょうか。 

○副委員長（水野正勝君） 農政課長、佐々木光彦君。 

○農政課長（佐々木光彦君） まず、１点目の担い手の確保というところでございます。 

  委員おっしゃいますとおり、定年間近になって仕事を終えて今度は農業にという方もいら

っしゃいます。おっしゃるとおりいらっしゃいます。それから最近増えておりまして、新規

就農をする方、国のニューファーマーの制度を使ってやっている方は現在４人いらっしゃる

わけですけどもそういった方々、それから協力隊に入って農業に取り組みたい方といらっし

ゃるわけですけども、そういった相談体制の整備をするべきではないかというお話でござい

ますが、農政課の担当職員のほうでももちろん対応はしておりますけども、農業改良普及セ

ンターとか農協とか、あるいは南部園芸研究室とか振興センターといった部分でチームを組

みながら、この人について課題はどうだというような話し合いをする場もございますので、

そういった場面も活用しながら、そういった担い手の方々の支援といった部分は進めていき
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たいというふうに考えているところでございます。これが１点目です。 

  それから２点目の鶏舎の部分です。そこの部分になりますが、一つは携帯電話が通じない

部分をどう対処するんだというふうなことがございますが、そこの部分についてはちょっと

町がやるべきものなのかどうかっていう部分もございますのでなかなか答えが難しいかと思

うんですけども、敷地内に、全部ではなくても通じるところがあるという話は私も聞いてお

ります。今後ちょっとどのような形で整備になるか、いずれ補助事業にはもちろん入れられ

なかったわけでございますし、新たに町で整備というのも、ちょっとこれから町としては難

しいのかなというふうには思っております。 

  それから道路の管理関係につきましては、確かに冬場の部分の事故が怖いという部分もご

ざいますけども、農場のほうでも昨年も工事であそこの部分、冬場も経験した部分もござい

ますので、工場側と搬送業者さんとのやり取りをうまく連携していただきながら運営をして

いただければいいかなとまずは思っております。 

  以上でございます。 

  すみません、それから３点目の遊林ランドの関係でございます。あそこの使い道というこ

とで、現在のところは会議利用といった部分が大半になっておりますし、あとは森の保育園

等のときに雨よけの場、休憩場というような使い方を現在しているわけでございますけども、

この施設につきましてもおっしゃるとおり老朽化という部分が進んでおりますので、入浴等

の利用という部分は今後ちょっとそこはやらないということで、水道の整備の際にも水量の

スケールダウンをしたような経緯もございます。現在も指定管理者の募集は継続して行って

いる状態ではございますけども、なかなか問い合わせがないという部分もございます。 

  種山につきましては、その活用方法については遊林ランドだけではなくて、栗木鉄山であ

りますとか先ほどおっしゃいました森の科学館構想の問題、それから森林公園の管理の問題

という部分がそれぞれありますので、今回の開発計画、中間見直しがあるわけですけども、

そこで各課からそれぞれ見直しの部分が出てくるかと思いますので、そういった部分を取り

まとめていきながら今後の方針を検討していく必要があるのかなというふうに考えていると

ころでございます。 

  以上でございます。 

○副委員長（水野正勝君） 村上薫君。 

○６番（村上 薫君） 農業後継者の相談体制ということでは、先ほどチームを組みながらと

いうことでお答えがありました。いずれ有効な相談体制になっていただければなというふう
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に思うんです。その方々の話を聞いてみますと、必ずしも専門家でなくてもいいんですね。

例えば農業キャリア普及センターのＯＢの方とか、センターのＯＢの方でなくても、要する

に心を割って相談に乗っていただける、私の悩みあるいは今後こうしたいというのを、それ

ぞれやっぱり役場の担当の方がいらっしゃいますが、担当の方だとなかなか話しづらいとい

うことが正直あるわけですね。そういうような私的な部分の相談事も含めてのそういう相談

体制を、町内にそういう方がいるのであれば一番最高だと思いますが、いずれチームで取り

組むということと、それから個別にもそういう方をお願いをして、巡回をしながら回ってい

ただくというのも一つの方法じゃないのかなと。それが、担い手とかあるいは定着・定住に

つながっていくのじゃないのかなというふうに考えます。この辺ももう一度お答えをいただ

きたいと思います。 

  それから、種山のほうの生産団地に関わってですが、携帯の不感地域ということで町とし

てちょっと難しいということですが、町が直接でなくても町と事業者と一体で、例えばドコ

モさんであるとかａｕさんであるとかそういう働きかけを強めていくと、やはり畜産振興を

掲げているわけですから、その辺は、今の時代携帯が通じないというところでは何ともなり

ません。その辺の取組をぜひ強化をしていただきたいというふうに思います。 

  遊林ランドについてですが、確かに老朽化というよりも、空き家もそうです。人が使わな

ければ老朽化はどんどん進みます。ですから、使う工夫をすべきだと思います。例えば、先

ほどもありました栗木鉄山の跡地の教育委員会がこれからどういう計画を練るのか、そこに

関わってもきますが、あるいは県との協議の中で県南沿岸地区の森林環境センターとかそう

いう新たな提案をしながら県との協議の場も設けるべきだと私は思いますが、いかがでしょ

うか。 

○副委員長（水野正勝君） 農政課長。 

○農政課長（佐々木光彦君） まず１点目の担い手確保についてでございますけども、先ほど

私的な相談というふうな部分もございましたが、現在も当課の担当の職員が仕事上もそうで

すし、私的な時間も使ってプライベートなお話し合いももちろんしたりして相談に乗ったり

している経緯もございますので、そういった場面も利用しながら支援していくというふうに

現在取り組んでいるところでございます。また、個別の例えばＯＢみたいな方を設置してと

いうふうなお話もありましたけども、そういった部分も意見としてはあるのかなというふう

には捉えているところでございます。参考にさせていただきたいと思います。 

  それから、２点目の鶏舎の部分につきましてはまさしく委員がおっしゃっているとおりだ
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と思いますので、事業者と足並みをそろえながら機会を捉えて要望をしていくという、取組

をしていく必要があるんだろうなというふうには思っておりますので、そこは取り組んでい

ければいいのかなというふうに思っております。 

  それから、３点目の遊林ランドの部分につきましては、１回目の答弁でもお話しましたと

おり、当課だけの問題ではなくて種山に関わる各課の部分の取組の総合的な検討という部分

が必要になっておりますので、その関係課による協議といった部分、その開発計画の見直し

がそれぞれが出そろったあと、そういうふうな協議の場を持って今後の方向性を検討してい

くという協議を進めていく必要があるかと思いますので、そういった中で検討されていくも

のというふうに思っております。 

○副委員長（水野正勝君） ほかにございませんか。 

  ８番、林﨑幸正君。 

○８番（林﨑幸正君） １点だけお願いします。 

  実績書です。６款２項２目林業振興費の中の中間の辺にあります鹿等有害捕獲事業、これ

ちょっと聞きたいんだけども、農政課長と林政課長、わなか猟銃を所持しておりますか。 

○副委員長（水野正勝君） 林政課長、菊田賢一君。 

○林政課長（菊田賢一君） 私は所持しておりません。 

○副委員長（水野正勝君） 農政課長、佐々木光彦君。 

○農政課長（佐々木光彦君） 私も所持はしておりませんが、課員の中では持っている職員が

おります。 

○副委員長（水野正勝君） 林﨑幸正君。 

○８番（林﨑幸正君） このぐらい有害の被害があるというふうな頭を誰しも持っていると思

うんですよ。やはり皆さんにお願いするばっかりでなく、自らやっぱり最低わなとかそうい

うのの許可をもらって、自分等も自らやっぱり動いてやってみるというふうな姿勢が私は必

要だと思いますよ。 

  それにもう一つ付け加えてもらいたいのが、そのほかで今我々五葉地区に一番今被害をも

たらしているのは猿なんだ、猿。そうすれば、今後この項目の中に猿が入んなきゃ駄目なん

だ。私はそう思って常に見ていますが、じゃあ猿をもし入れた場合、猿１頭の有害に対して

の値段つうのを定めなきゃ駄目だ。それを妥当性にすれば、どっちから聞けばいいの。 

  林政課長、猿１頭で有害してもらうためには、大体１頭幾らぐらいであれば猟銃を持って

いる人がまたはわなを仕掛けてくれるともいいますか、値段の大体の査定がどのぐらいあれ
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ば妥当だというふうに思いますか。 

○副委員長（水野正勝君） 林政課長。 

○林政課長（菊田賢一君） まず、自らが所持してというふうな部分に答えますが、林政課・

農政課の中にはそれぞれ追い払い用の花火等もあります。ゴーン玉といって資格が必要な部

分もあります。そういった部分では職員が資格を有して現場に行って追い払いをする、そう

いうふうな部分で現在のところは取り組ませていただいております。 

  あとは猿の項目を追加というふうな部分になりますが、そもそもの部分で、猿の捕獲につ

いてはカモシカと同じように保護管理計画を作成する必要がございます。それをもって駆除

を申請しなければなりませんので、ちょっとハードルが高くなります。県のほうには要望活

動等も行っているわけですが、五葉地区では非常に被害の厳しさが増しているような状況で

ありますが、県下の中ではなかなかそういった意識も薄いというような部分で、なかなか許

可がおりないというふうな状況にございます。猿１頭の価格というふうな部分については、

そういった部分を捉えながら今後検討していかなければいけないのかなと思っております。 

  以上です。 

○副委員長（水野正勝君） 林﨑幸正君。 

○８番（林﨑幸正君） 案外県下につなぐっていうのは、それなりの単価そのものは出ないと

思うんですよ。逆に言えば住田町自らこんなもんだということを示せるようなことをチャレ

ンジしていってみるべきじゃないかとそう思います。何せこの間我々の金ノ倉っちゅうとこ

ろ分かるかな、あそこで大体一人で見て１５６頭橋を渡ったんだよ。そのぐらいいるんだよ。

じゃあそれ以上今の状況を怠慢していると、まあまあまあ大変なぐらい増えるよ。皆笑って

るんだよ、カボチャとかどうのこうのっちゅうのは猿にとって考えてから逃げねえってるん

だよ。何でかって猿のためにカボチャづくりしてるようなもん、ねえ。やっぱり生産者にす

ればなんだべと。猿を生かすため、猿に栄養を与えるためにカボチャをつくってんのかとい

うふうな考え方が起きているのが五葉地域でございます。それを何とか。駆除が一番私は早

いと。それを駆除するには半矢にして、半矢にすればまた来るから。そういうふうな駆除の

仕方もかわいそうだけども、そういうようなことも考えながら実験していくべきじゃないか

と思いますが、いかがですか。最後です。 

○副委員長（水野正勝君） 林政課長。 

○林政課長（菊田賢一君） 猿の被害につきましては、五葉地区をはじめとして町内にも中沢

地区とか出没している部分がございます。非常に喫緊の課題だと、深刻な問題であると捉え
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ております。昨年度は空気銃による追い払い等も検討しましたが、なかなか威力等の部分で

効果がちょっと見られないというふうな部分もございます。いずれ深刻な問題ではございま

すので、前向きに検討してまいりたいと思います。 

○副委員長（水野正勝君） ほかにございませんか。 

  ５番、佐々木春一君。 

○５番（佐々木春一君） １点決算書の１１７ページの２目の農業総務費の委託料の中に、農

林水産物直売食材常駐施設の指定管理料が計上になっております。これは、国道３９７号の

種山道の駅ぽらんの中の直売食材常駐施設の指定管理なわけでありますけれども、世田米の

赤畑地内に、民間の事業者の方々で産直施設も開設して１周年となりました。そうしたこと

で、この２つの産直施設が相乗効果を発揮して、住田の農畜産物あるいは情報の発信の場に

うまく効果を表してほしいと思っておりますが、この１年間の状況をどのように見ておられ

るかお聞きします。 

○副委員長（水野正勝君） 農政課長、佐々木光彦君。 

○農政課長（佐々木光彦君） 現在の農林水産物直売食材供給施設の指定管理料の件について

お答えをしたいと思います。 

  ぽらんの部分になるわけですが、これまでぽらんの部分に直売組合のほうで野菜の供給

等々をやっていただいていたわけで、現在も行っているわけですけども、委員おっしゃいま

すとおり、世田米地内に民間事業者さんが特産物センターを開催したに当たり、その中でぽ

らんの野菜の部分についてもそこでも販売をし始めたという経緯があります。そちらのほう

に供給し始めたならば、種山のほうにはちょっとなかなか物が上がらなくなってきたと、納

品しやすいほうに物が流れ始めているというようなお話もございましたけども、このぽらん

についても毎月当課のほうと定例会を行っているわけですけども、その中でそういうお話が

出て、なるべく直売組合員さんのほうにぽらんのほうにも同様に物をそろえていただきたい

というような要望を出したりしているというお話も聞いてございます。 

  いずれ、売上げ自体としましては種山のほうもそうですし、赤畑地内にできた特産センタ

ーのほうもそういう売れる場所が増えたという部分がありますので、総体としては、売上げ

としては上がっているのかなというふうには捉えているところでございます。 

○副委員長（水野正勝君） 佐々木春一君。 

○５番（佐々木春一君） 相対的に住田の産物の取扱量が増えているという部分では好結果か

なと思いますけども、種山の施設については国道３７号の交通量、あるいはこれまでも様々
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議論になっている種山における人的交流が活発になる手だてというようなものが大変有効だ

と思われます。それで、この道の駅を指定管理されている住田観光開発株式会社も貴重な住

谷おける観光事業を担っている会社でありますから、事業効果を発揮して今後とも維持でき

るように期待されるわけでありますし、住田の顔として住田の情報発信とそういう産物の販

売に努力されているという部分で、関連施設が共同して維持・発展されるように手だてを加

えていくべきと思いますので、その点のところをもう一度お伺いします。 

○副委員長（水野正勝君） 農政課長。 

○農政課長（佐々木光彦君） 委員おっしゃいますとおり、住田観光開発につきましては貴重

な物産であったり観光に取り組む団体ということで、コロナ禍もありまして、実はそのぽら

んの部分で店舗での売上げという部分がかなり令和２年、３年辺り今年もそうなんですが、

減ってきているというのはそのとおりあります。それから要因のもう一つとしては、高速道

路ができたことによって人の動きがちょっと変わっているようで、交通量が圧倒的にちょっ

と少なくなってしまったというようなことも聞いております。いずれそういった部分を観光

開発さんのほうでは自助努力といいますか物販のほうで、例えば盛岡駅とかでイベントがあ

ってそちらのほうに出店するなどして、物販のほうで頑張って取り返しをして何とか営業を

しているというようなこともございますので、それから先ほど言いましたとおり、赤畑地内

の民間の物産センターさんのほうにも一緒にメンバーとして入っておりますので、そういっ

た場でそれぞれ連携しながらお互いがよくなるような形のものを、毎月行っている定例会の

中でも意見交換をしながらやっていければ、町全体としては人が動く、物が動くというよう

な良い相乗効果になるのではないかなと期待しておりますので、そういった動きになること

を定例会のほうでもうちのほうでも参加しておりますので、アドバイスというか助言といい

ますか、意見を上げていきたいというふうに考えているところでございます。 

○副委員長（水野正勝君） 佐々木春一君。 

○５番（佐々木春一君） 種山ヶ原の利活用との関連というのも大変交通量と合わせて重要だ

と思います。この９月には種山を会場にトレイルランニングのイベントが実施されたり、住

田のイベント広場等でのアウトドアの利用者も、近年コロナ禍の中であっても増えてきてい

るように思いますので、そういった意味ではイベント、種山の施設・森林環境を生かしたア

ウトドアの利活用の情報発信等もしながら、合わせてそこでの食材の買い物がプランの産直

施設で広がるということになればと考えますので、いずれ関係者ともども協働で事業の推進

に当たっていただきたいということを希望いたします。 
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○副委員長（水野正勝君） 農政課長。 

○農政課長（佐々木光彦君） ありがとうございます。委員おっしゃいますとおり、トレイル

ランニングの大会がございますし、それからライブも開かれるという情報も入っております。

こういった機会等を的確に捉えながら、ＰＲもしていきながら利用促進を図っていくという

取組をしていただくように町としても御協力を惜しまないというところでございますので、

支援をしてまいりたいというふうに思っております。 

○副委員長（水野正勝君） ほかにございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○副委員長（水野正勝君） これで、歳出５款労働費から６款農林業費までの質疑を終わりま

す。 

  次に１２６ページ、歳出７款商工費から、１４２ページ、歳出９款消防費までの質疑を行

います。 

  発言を許します。 

  ２番、荻原勝君。 

○２番（荻原 勝君） 実績報告書の２６ページ、７の１の２商工振興費の中の使って応援住

田チケット発行等業務８，０５８万４，３８０円について伺います。令和３年度のすみチケ

プラスの総括的所見を伺いたいと思います。商工業者それから町民、利用者です。それから、

新しい企画として商工会の企画ということですけどもスタンプラリーなどが始まりましたの

で、その辺について伺いたいと思います。 

  それから２点目、２７ページ８の１の４橋梁維持費、橋梁長寿命化修繕計画更新業務４４

３万７，４００円について伺います。長寿命化修繕計画の見直し、より実情に即した計画と

いうふうになったというふうに効果等で書かれておりますが、どのような見直しだったのか

伺いたいと思います。 

  それから３点目、２８ページ９の１の５、防災対策費の中の防災マップ作成業務委託３３

０万円について伺います。令和３年度はどことどこでやったのか、またどこに委託したのか

伺いたいと思います。 

  以上です。 

○副委員長（水野正勝君） ここで、２番荻原勝委員の質問に対しての答弁を保留し、暫時休

憩します。 
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休憩 午前１０時５８分 

 

再開 午前１１時０９分 

 

○副委員長（水野正勝君） 再開します。 

  休憩前に保留いたしました、２番、荻原勝委員の質問に対する答弁を求めます。 

  農政課長、佐々木光彦君。 

○農政課長（佐々木光彦君） 私のほうからは、１点目の使って応援住田チケット発行等業務

委託料についてお答えをさせていただきたいと思います。 

  委員御存じのとおり、この事業につきましては、新型コロナの影響を受けている町内事業

者を町民が自ら応援しようという下で行っている事業でございます。町民につきましては、

そのプレミアム商品券、１００％のプレミアムがついている商品券を買えるということでメ

リットがあり、事業者とすればそれを使っていただいての効果ということで、令和３年度に

つきましては１億３，６４９万５，０００円という部分が換金されておりますので、それが

町内事業者への登録、今回の登録事業者ではございますけど、８１事業者でしたけども、そ

の登録事業者の経済効果ということになろうかと思います。いずれそのぐらいのお金が町内

で消費されているということでございますので、やはりこの部分については効果があったの

ではないかなというふうに町としては捉えているところでございます。 

  それから、商工会が企画をしましたスタンプラリーの部分でございますけども、これにつ

きましても１か所で集中して使われないようにというような商工会さんの工夫でございまし

て、１０店舗利用した方に１，０００円分の景品ということで実施をされたところでござい

ます。これにつきましても広く利用されるという部分では、こういった工夫も効果があった

のではないかなというふうに町としては考えているところでございます。 

  以上でございます。 

○副委員長（水野正勝君） 建設課長、佐々木真君。 

○建設課長（佐々木真君） 私から、２点目の橋梁長寿命化修繕計画更新業務に関してお答え

をいたします。 

  当該計画につきましては、橋梁の計画的な修繕を行うために作成しているところでござい

ます。平成２４年度に策定した計画を見直したところでありますけれども、今回は直近の橋

梁点検結果等に基づきまして、今後の修繕計画について計画を立てたところであります。こ
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の計画につきましては、その修繕を対症療法的な修繕ではなくて予防保全的な修繕を行うこ

とによりまして事業費を平準化いたしまして、そして経費をトータルで節減しようというこ

とで作成しているところでございます。今後１０年ほどの修繕の計画について計画したとい

うところでございます。 

  以上です。 

○副委員長（水野正勝君） 総務課長、山田研君。 

○総務課長（山田 研君） 私からは、３点目の防災マップについてでございます。 

  防災マップの作成の委託先でございますが、株式会社ゼンリン盛岡営業所であります。 

  以上であります。 

○副委員長（水野正勝君） 荻原勝君。 

○２番（荻原 勝君） １点目について、新企画のスタンプラリーについて広く町内で利用さ

れるために役立ったということなんですが、令和３年度のスタンプラリーは判子を１０個つ

くような形だったと思います。今年度になっては７個ついて、また食堂の券になっていると

いうことがあるようです。そうすると、令和３年度のときに何か改善点というか反省点とい

うかそういうものがあったのかなというふうに思われますが、その辺について伺いたいと思

います。 

  それから、３点目について町内各戸にこの防災マップを配布されていますが、そのほかに

どのような使われ方、利用の活用のされ方をしているのか伺いたいと思います。 

  以上です。 

○副委員長（水野正勝君） 農政課長。 

○農政課長（佐々木光彦君） 私からは、１点目のスタンプラリーの部分についてお答えをし

たいと思います。 

  商工会が行っているスタンプラリーの部分でございますけども、委員おっしゃいますとお

り、令和３年度の事業の際には１０店舗を回って１，０００円分の景品ということでござい

ましたけども、今年度、令和４年度につきましては、７店舗というふうに変更になったのは

そのとおりでございます。商工会さんのほうで、やはり１年を通して年度末にコロナの影響

度の調査という部分をここ２年ほど続けてやっているわけですけども、そういった中でやは

り飲食店のコロナの影響というのがやはりまだ大きいようだということがございまして、今

回の商品券については全店舗で使えるものではなくて飲食店を応援しようと、そこの利用促

進を図ろうということで飲食店に限定したようでございますし、それから１０店舗から７店
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舗にした理由については回転率を上げたいと、利用する方々を多くしたいというような意図

があって、１０店舗から７店舗でクリアというようなルールにしたというふうに伺っており

ます。 

  以上でございます。 

○副委員長（水野正勝君） 総務課長。 

○総務課長（山田 研君） 防災マップの活用についてでございます。 

  防災マップの活用につきましては、本来の意味での活用をまずは期待しているところでご

ざいます。地域住民の皆さんに町内の危険箇所を把握していただきたいと考えてございます

し、避難所を確認していただきたいと考えてございます。そのほかいろんな防災関係の情報

が載っておりますので、それらに目を通していただき有事に備えていただきたいと考えてご

ざいます。 

  そのほかの活用といたしましては、町の総合防災訓練の避難訓練等で活用していきたいと

考えてございます。 

  以上であります。 

○副委員長（水野正勝君） 荻原勝君。 

○２番（荻原 勝君） ３点目についてだけ、質問というか私の見解として意見というか証明

したいと思いますが、防災マップについて、先日防災福祉マップづくりというのを地区でや

りました。そのときも防災マップも活用していろいろな作業をしました。そのときも山側で

どうだとか川のほうでどうだとか、大変防災マップが防災福祉マップづくりのときに役立っ

たので、今回防災マップ作成業務ということで伺ったところです。防災マップということと

それから防災福祉マップづくりということと２つ言葉があるんだなということを申し上げて、

私の質問を終わります。 

○副委員長（水野正勝君） ほかにございませんか。 

  ４番、佐々木信一君。 

○４番（佐々木信一君） 実績表の２６ページ、７款商工費の中のＥＣサイト販売支援事業委

託費としてチラシ配布をしたということですけども、町内の事業者がコロナのために影響を

受けているということで、都市のほうに広告・チラシ等を配布して支援を行ったということ

ですけども、どれぐらいの効果があったのかお伺いいたします。 

  ２点目は２７ページ、８款住宅対策費の中の住宅リフォームの事業で４件あったというこ

とですけども、このリフォームに対して、省エネ化や脱炭素化に向けた取組がなされたリフ
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ォームなのかお伺いいたします。 

  それから３点目ですけども、９款消防費の中の小型トランシーバーの分に関してお伺いい

たします。今回トランシーバーが配備されましたが、その連絡とか取扱いの練習などは行っ

ているのかお伺いします。 

  以上、３点お伺いします。 

○副委員長（水野正勝君） 農政課長、佐々木光彦君。 

○農政課長（佐々木光彦君） それでは、私のほうから１点目のＥＣサイト販売事業者支援事

業委託料の関係についてお答えをしたいと思います。 

  これをやることによってどのような効果があったのかという御質問だったと思いますけど

も、今回の事業につきましては、新型コロナウイルスによる巣ごもり需要というのが全国的

に増えていたという部分がありますし、町内事業者の部分もなかなか売上げがコロナの影響

によって伸びていないというような部分もございましたので、この事業に取り組んだところ

でございます。 

  全農の通販サイト、ＪＡタウンのほうに１０事業者の方々が掲載になって、その方々の販

路拡大に取り組んだような形になっております。首都圏のリビング誌、それから仙台圏のリ

ビング誌を活用しまして広告を掲載しまして、合わせまして１６７万２，２４５部の配布を

したという活動が一つ。 

  それから、そのリビング誌広告の際にその紙面の一部を活用しまして、町のふるさと納税

のＰＲをしております。ふるさと納税のＰＲにつきましてはなかなか制約が多くございまし

て、大々的に宣伝をしては駄目というようなルールがあるようでございますので、大きくも

なく小さくもなくというんでしょうか、許容範囲でということでＰＲをしたところでござい

ますが、結構ここが問い合わせを書いたところ、ふるさと納税に関する問い合わせではなく

てＪＲタウンに掲載した案件についての問い合わせが結構あったという部分はあるので、や

はり反響はあったのかなというふうに思っております。それから、商品を購入した方にＱＲ

コードを活用しまして、購入者のアンケートを実施しているというところでございます。 

  今回はＪＡタウンに掲載するだけではなかなか反響がすぐにはないだろうということで、

合わせましてそのキャンペーンということで、住田プレミアムという商品を出してございま

す。１万円分の商品を５，０００円で買えるといったような中身のキャンペーンをはりまし

たところそれがすごく好評でございまして、小一時間ぐらいでもう全部準備した分は売り切

れてしまったというような状況でございます。また、一時的に住田町に関する特産品のアク
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セス数が飛躍的に増えまして、ＪＡタウンの本部のほうから大船渡市農協さんのほうに、ど

ういう取組をしたんだというような問い合わせがＪＡの本部のほうからあったというような

お話も聞いてございます。 

  いずれ今回やったことに関しまして、やはり広告なりの効果はあったんだろうなというふ

うに考えているところでございます。 

○副委員長（水野正勝君） 建設課長、佐々木真君。 

○建設課長（佐々木真君） 私から、２点目のリフォーム事業に関してお答えいたします。 

  リフォーム事業に関しましては４件の実績がありまして、その補助対象の中身といたしま

しては開口部の断熱改修等、あとは床・屋根・天井・外壁・内壁の改修等、あとは水回りの

改修等というふうになっております。すみません、詳しい部分は持ち合わせておりませんで

したけれども、おおむね半分程度は断熱改修、あるいは内壁・外壁等の改修等を行っている

というふうに捉えてございます。 

  以上です。 

○副委員長（水野正勝君） 総務課長、山田研君。 

○総務課長（山田 研君） 私からは、３点目の省電力トランシーバーの訓練の関係でござい

ます。 

  委員御承知のとおり、この頃はコロナ禍において町の消防団の大規模な訓練は実施できて

いないというふうな状況にあります。部の訓練につきましては詳細なところまで把握してい

るわけではございませんが、取り組んでいるところ、取り組んでいないところがあるのかな

と考えてございます。当該トランシーバーでございますが、比較的簡単に使用できるものと

いうことで、部において確実に使用できる状態になっているというふうなことで捉えており

ます。 

  以上であります。 

○副委員長（水野正勝君） 佐々木信一君。 

○４番（佐々木信一君） 一番目のＪＡタウンの部分ですが、波及効果はあったというお話で

ございました。このＪＡタウンの部分に関しては、今後また取り扱って行っていくのかお伺

いいたします。 

  ２つ目の省エネというか住宅リフォームの部分なんですけども、今朝車まで走っていたら、

ラジオで県の取組として脱炭素化に対して省エネ・太陽光発電などの組み合わせで実質ゼロ

水準ということでそういう報道がラジオで流れてきまして、それで、改修費用を県で１４７
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万円５，０００円の補助が出るという部分で、明日から申込みができるよっていう部分があ

りましたので、詳しい中身はちょっとラジオだったので聞き取れませんでしたけれども、も

し分かれば詳細を教えていただきたいなと思います。 

  それから、３点目のトランシーバーですけども、非常時に対しての連絡体制が取れるよう

無線機はあると思うんですけども、その無線機を本部で持って行かなかったり、また取り扱

いがちょこっとできなかったりという部分が過去にあったようですので、今後はそういうふ

うなことのないよう、せっかく無線機も新しくなったのでそういうことのないようにお願い

をしたいかなと思います。 

○副委員長（水野正勝君） 農政課長。 

○農政課長（佐々木光彦君） 私からは、１点目のＥＣサイト販売事業者支援事業業務につい

てお答えをいたします。 

  今後の取組はというような御質問だったと思いますけども、現在のところは昨年度、令和

３年度に実施したような事業ということでの取組は検討しておりません。商工会のほうで昨

年度は窓口となってこの事業に取り組んだ経緯がありますけども、現在のところ商工会さん

のほうからこういう取組の話というのが来ていない部分はございますけども、もしそういう

ふうな形でぜひ今年もやりたいということであれば町のほうとしても取り組むのがいいのか

なというのは思いますし、あとは現在もＪＡタウンに２１品目ほどアップになっているわけ

ですけども、やはりあまりアクセス数としては伸びていないというような状況もあるようで

ございますので、何らかのキャンペーンをはるというのも一つの作戦としてはいいのではな

いかなというふうには考えているところでございます。 

○副委員長（水野正勝君） 建設課長。 

○建設課長（佐々木真君） 私から、県の補助事業に関してお答えいたします。 

  私も今朝、新聞でその記事を拝見したところであります。記事によりますと、そのＺＥＨ

の水準での改修を行った場合に補助が受けられるということでの記事だったと思います。そ

の経費については性能証明ですか、その基準に達したという検査の費用とかも対象になると

いうようなところだったと思っております。こういった補助事業につきましては、国の補助

事業、県の木使い住宅普及促進事業とかいろいろ補助事業は出されている状況だというふう

に捉えております。 

  以上です。 

○副委員長（水野正勝君） 総務課長。 



－65－ 

○総務課長（山田 研君） ３点目の省電力トランシーバーの有事での使用についてお答えを

いたします。 

  今後そのようなことがないように取り組んでいきたいと考えてございます。 

  以上であります。 

○副委員長（水野正勝君） ほかにございませんか。 

  ７番、阿部祐一君。 

○７番（阿部祐一君） １点だけお願いします。 

  ２５ページの７款１項２目の商工振興費の中で一番下です。起業奨励金８件がありまして、

８７０万円ほど新たな創出の活性化を図ったとありますが、いつになく多かったのかなと思

いますが、どのような方々がどういう業種で起業いたしたのかお伺いいたします。 

○副委員長（水野正勝君） 農政課長、佐々木光彦君。 

○農政課長（佐々木光彦君） 起業奨励金についてお答えをしたいと思います。 

  令和３年度につきましては、８事業者の方々がこの奨励金を受けているところでございま

す。中身と言いますと、業種で言えば木製品の製造に取り組む方、それから食品製造、それ

から専門サービス業ということでプロデュース等をする方ですね。それから飲食店が２店ほ

ど、それから衣類・身の回り品の小売業、介護事業それから食品製造がもう１社ですね、と

いうような方々が受給をしている、奨励金を受けているところでございます。 

○副委員長（水野正勝君） 阿部祐一君。 

○７番（阿部祐一君） これは奨励金として有効な事業だとは思いますが、交付したのは交付

したんですが、やはりそのあとどういうふうに実施されたのか、実績はどうなったのかとい

うふうな検証も大事なのではないかなと思いますが、その辺のあとのほうはどういうふうな

対応なんでしょうか。お伺いいたします。 

○副委員長（水野正勝君） 農政課長。 

○農政課長（佐々木光彦君） この企業奨励金は最大で５年間受給できることになっておりま

して、令和３年度で５年目を迎えた事業者さんが２事業者さんいらっしゃいます。その方々

は今年令和４年度については奨励金がないわけでございますので、その後どういう業況にな

っているか、どういう取組をしているかという部分をアフターフォローをするということで、

担当のほうで訪問をしたり問い合わせをしたりということで、現在どういう業況になってい

るか、取組をしているかといった部分をフォローしながら、企業が自立できるような形で取

組をするように現在のところフォローをしている状況でございます。 
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○副委員長（水野正勝君） ほかにございませんか。 

  ６番、村上薫君。 

○６番（村上 薫君） ２点ほどお伺いします。 

  実績表の上から２番目になりますが、２６ページです。７款１項２目の商工振興費の木工

館の指定管理についてですが、３５５万円ほど計上になっているわけですが、ほかの他の指

定管理料をみますとぽらんの指定管理料は約７０万円です。遊林ランドのほうは約２４５万

円ですかで、この木工館の指定管理料というのは３５５万円ということで、ほかの指定管理

料から見ればかなり高めかなというふうに思いますが、このどういう費目で幾らで積算をし

ているのかお尋ねをいたします。 

  それから２点目ですが、実績表の２７ページの８款の３項２目の住宅対策費の町営住宅の

移転補償費に関わってお尋ねします。既存の町営住宅に入居する単身高齢者、移転費用の一

部を助成をして住み替えを推進しているわけですが、この住み替えに当たって今古い中身の

町営住宅も４戸ほど残っておるわけですが、こちらのほうも独り暮らしで高齢者の方が多い

わけですけども、今後の資産活用とかいろいろございます。そういう意味で、こちらのほう

をどのような形で住み替えを今後やっていく考えなのかお尋ねします。 

○副委員長（水野正勝君） 農政課長、佐々木光彦君。 

○農政課長（佐々木光彦君） 私のほうからは、１点目の住田町木工館指定管理料の積算内訳

についてということでお答えをしたいと思います。 

  内訳になりますけども、まず人件費を見ております。人件費の中身は来館者の対応、それ

から木工教室等の開催・木製品制作・館内清掃・除草・除雪、そして保険料というようなも

のが積み上げられているものです。それから、そのほかに施設の管理費ということで水道光

熱費・備品消耗品費それから修繕料・その他ということで、くみ取りの手数料等ということ

になっております。それで、合わせましてそのぐらいの３５５万４，０００円というような

指定管理料というふうになっているところでございます。 

○副委員長（水野正勝君） 建設課長、佐々木真君。 

○建設課長（佐々木真君） ２点目の老朽化した住宅、中上住宅に関してお答えいたします。 

  中上住宅の老朽化した住宅につきましては住み替えが必要というふうに捉えておりまして、

個別に声かけをさせていただいているところでございます。期限を定めて住み替えできない

かというところで打診をさせていただいているところでございます。 

  以上です。 
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○副委員長（水野正勝君） 村上薫君。 

○６番（村上 薫君） 木工館の指定管理に当たってですが、まず大きな費目としては人件費

それから施設の維持費、くみ取りの手数料ということでございますが、私はほかとこの違う

というのは、今指定管理をお願いをしているところは、この木工館を利用して御自分で作品

も作って売っているわけですね。普通であればそこの施設を幾らかという形でお貸しをして、

それでその方が商売といいますかをされるということが大体一般的なものなんでしょうが、

そういうことを考えると、少しその辺のところで指定管理料というのはもう少し見直すべき

じゃないのかなというふうに思います。その辺のところは、他のことと比較をしていかがな

ものかというふうに思います。 

  それから、先ほどの古いほうの中上住宅の住み替えについては、期限を定めて今いろいろ

お願いをしているところだということですから、今後ともまたぜひ町有地の有効活用のこと

もありますし、かなり激しい傷みで少し問題が出てくるかなというふうなところも感じます

ので、協力を得ながら進めていただきたいというふうに思います。 

○副委員長（水野正勝君） 農政課長。 

○農政課長（佐々木光彦君） 指定管理料の中の人件費の見直しが必要ではないかというよう

なお話だったと思いますけども、木工館の指定管理料につきましては、その人件費の内訳の

中に、例えばここの木工館では職場体験とかの受入れもやっております。それからワークシ

ョップも企画したりしてやっております。それから、二十歳の集いの記念品というような部

分もやっておりますし、あとはハグモックですね、新生児への記念品というような部分の取

組もやっている。それから、ふるさと納税の返礼品もやっているというような状況はありま

す。 

  公共的な部分も取り組んでもらっておりますし、あとは自分の営業部分みたいな部分も確

かにあるわけですけども、公共的な部分の色合いが現在のところ強いなということで人件費

をみている部分はございますが、事業が進んで行く中で、現在道の駅ぽらんとか世田米地内

の民間の特産品センターさんのほうにも御自身が制作したものが売られている状況でもあり

ますので、そういった状況が軌道に乗ってくるような場合にはこういった人件費部分も考慮

していかなければいけないという部分はあるかとは思いますので、個々に木工館につきまし

ても毎月定例会を開催をしておりますので、その定例会の中で意見交換をしながら、次年度

以降の指定管理状況について協議をしていきたいというふうに考えているところでございま

す。 
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○副委員長（水野正勝君） 村上薫君。 

○６番（村上 薫君） 今、農政課長がこう言っていただきましたが、返礼品とかそういうの

もタダではないと思いますので、町のほうでそれなりにお支払いをしているもんだというふ

うに思いますから、他の指定管理の皆様とも比較をしながら、ぜひ見直しも検討していただ

きたいというふうに思います。 

  住宅管理費はよろしいです。すみません、どうぞ、じゃあ。 

○副委員長（水野正勝君） 建設課長。 

○建設課長（佐々木真君） 住宅の住み替えに関してお答えをいたします。 

  その中には御高齢の方もいらっしゃいまして、その地が好きだというような御意見もいた

だいておりますけれども、そういった御高齢の方々の御意見なども考慮しながら進めてまい

りたいと思います。 

  以上です。 

○副委員長（水野正勝君） ほかにございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○副委員長（水野正勝君） これで、歳出７款商工費から９款消防費までの質疑を終わります。 

  次に１４２ページ、歳出１０款教育費から１６８ページ、令和３年度住田町一般会計歳入

歳出決算実質収支に関する調書までの質疑を行います。 

  発言を許します。 

  ２番、荻原勝君。 

○２番（荻原 勝君） 実績報告書の３０ページ、１０の４の１教育研究費の中の住田高校魅

力化事業１，５９１万８，８０８円について伺います。 

  この中に、住高魅力化コーディネート業務とかそれから会計年度職員というような形で出

ていると思うんですが、そういう方々も参加される住田高校の一日体験入学というのがある

んですが、それについて教育委員会として手応えというか異議というか、そういうものをど

う捉えているのか伺います。 

  それから２点目、３１ページ１０の５の３文化財保護費の中の民俗資料館管理運営事業３

３万７，２６４円について伺います。昨年度はコロナ等あって少なかったんだと思いますが、

その中で入館料収入はどのぐらいあったのか、また通常であれば、普通の年であればどのぐ

らいなのかということについて伺いたいと思います。 

  以上です。 
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○副委員長（水野正勝君） 教育次長、多田裕一君。 

○教育次長（多田裕一君） それでは、住田高校の関連と民俗資料館につきましてお答えを申

し上げます。 

  住田高校の一日体験入学につきましては、令和３年度、昨年ですけれども、天候ですとか

新型コロナウイルスの影響によりまして実施することができませんでした。令和４年度、今

年度につきましてですけれども、７月２７日に実施いたしました。気仙管内それから釜石・

遠野方面を中心に中学生が４３名お申し込みいただきまして御参加をいただきました。また、

中学校の引率の先生、それから保護者の方々も参加していただきました。中学生の感想によ

りますと、住高ハウスというのが非常にほかの高校ではない特徴的なところですし、教育コ

ーディネーターにつきましても、先生ですとか保護者の方に比べると比較的年齢も近い方々

で、非常にアドバイスそれから相談等に乗ってくれてうれしかったというふうな感想をいた

だいております。また、住高ハウスの中身なのですけれども、これにつきましても学校とは

違って、自分の部屋に似ていてすごく居心地が良さそうだというふうな感想をいただいてお

ります。 

  以上でございます。 

  それから民俗資料館についてでございますけれども、令和３年度の入館者数は事業実績書

のほうにも書いておりますとおり１６９名でございました。入館料につきましては１万５，

６２０円でございます。これにつきましては決算書のほうに載っているとおりでございます。

参考までに申し上げますと、令和２年度につきましては入館者数が６３名、入館料は６，１

６０円ということでございます。コロナ前はどうかと、平年はどうかということでございま

すけれども、平成３０年は入館者数３４８名、入館料２万５，７７５円というふうになって

おります。 

  以上でございます。 

○副委員長（水野正勝君） 荻原勝君。 

○２番（荻原 勝君） 住高一日体験入学のほうですけども、中学生の評判も非常に住高ハウ

ス○○の紹介とかで評判がよかったということです。これは住高の先生のほかにも教育コー

ディネーターの方、それから住高の現役の住高生の方なんかが中心になってやっておられる

ようですが、町の教育委員会の方も裏方としていろいろと活躍しているということのようで

す。その住高ハウス○○の評判がよかったと、中学生で評判がよかったということですが、

昨年来住高ハウス○○にエアコンをという件は今も動いていないのでしょうか。住高生の中
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には、気仙川の水を冷してフランスのパリのような方式で暑さをしのいだらどうかなどいろ

いろな暑さ対策のアイデアも出ているぐらいで、エアコンの導入の必要性というのはあるの

ではないかなというふうに思います。 

  それから２点目、民俗資料館についてですけども、通年でも平年でも３４８名ということ

で倍ぐらいですけども、すごい大きな数ではないということなのですが、この３４８名、３

５０名ぐらいの平年の入館者ですけども、どんなときに入館者が来るのでしょうか。季節的

なものがあるのか、土日平日とかそういう曜日とかそういうことがあるのか、または修学旅

行などがメインなのか、その辺について伺いたいと思います。 

○副委員長（水野正勝君） 教育次長。 

○教育次長（多田裕一君） それではお答え申し上げます。 

  住高ハウス○○のエアコンの件につきましてでございます。住高ハウスにつきましては、

基本的には学校の授業の終了後、おおむね３時３０分頃から６時頃まで使用しております。

また、日中につきましては教育コーディネーターが常駐しまして、換気ですとかを行ってお

ります。確かにエアコンがあればいいなという感想もいただいております。今年度から住田

高校でも各教室にエアコンが入っておりますので、そういうふうな御意見もいただいており

ますけれども、何せエアコンにつきましては高額でございますので、取り付けにつきまして

は慎重にしたいと思っております。代替案といたしましては、扇風機ですとか軽易に付けら

れますウインドエアコンといったもので対応していきたいと考えております。 

  それから民俗資料館についてでございますけれども、やっぱり夏・冬につきましては暑か

ったり寒かったりして来館者は少のうございます。行きやすい春ですとかこれからの秋のよ

うなシーズンに多いようでございます。それから曜日ごとの利用者・入館者ということでご

ざいますけれども、民俗資料館は比較的時間に余裕があるといいますかそういう方々が結構

多くいらっしゃいますので、曜日ごとの特徴はないというふうに把握しております。それか

らその利用状況でございますけれども、修学旅行等の利用はございませんけれども、住田町

で行っております地域創造学の一環として、小学生の児童等に利用されております。 

  以上です。 

○副委員長（水野正勝君） 荻原勝君。 

○２番（荻原 勝君） 先ほども申し上げましたけども、住高の魅力化については、町の教育

委員会としても非常に裏方として大変な御苦労をしているということを私も見てきたところ

です。そういう中で、住高ハウス○○のエアコンの件についても、慎重にかつ前向きに取り
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組んでいただきたいなというふうに申し上げたいと思います。 

  それから、２点目の民俗資料館についてなんですけども、これは前にも三十三観音巡りと

かあったというようなことで申し上げたと思うんですが、いろいろな上有住地区公民館と連

携しながらもう少し需要をリサーチして、自分たちの魅力も掘り起こして民俗資料館の有効

活用をしていただきたいというふうに思いますが、いかがでしょうか。 

○副委員長（水野正勝君） 教育次長。 

○教育次長（多田裕一君） 民俗資料館についてでございますけれども、委員御存じのとおり

上有住地区公民館と民俗資料館につきましては、上有住地区公民館の新築に伴いまして一体

的に整備をされまして、来館者それから利用者からも大変好評をいただいているところでご

ざいます。今後の利活用につきましては、地域の方々それから文化財調査員の方々、文化財

ボランティアの方々、小学校・中学校の先生方とも意見交換をしながら進めていきたいと考

えております。 

  以上です。 

○副委員長（水野正勝君） ほかにございませんか。 

  ５番、佐々木春一君。 

○５番（佐々木春一君） 実績表の３０ページの１０款４項の１の教育研究費に教育研究開発

事業の項目があります。ここには、研究開発学校指定の関係で地域創造学であろうと思うん

ですが、令和３年度は最終年度で研究成果の学校公開で発表したということであります。残

念ながら、コロナ禍の中で私どもや地域の方々にも一般的に公開できなかったことがありま

すので、成果と課題についてどう受け止めているかお聞きいたします。 

○副委員長（水野正勝君） 教育長、松高正俊君。 

○教育長（松高正俊君） では、御承知のとおり地域創造学等につきましては、町内５つの小

中学校と高校とで文部科学省研究開発学校指定を受けております。これについては、第１期

目が平成２９年度から令和３年度までの５年間、延長が叶いまして今年度令和４年度から令

和６年度までの３年間、通算で今年度が６年目になっております。この目的につきましては、

新しい時代を切り開き社会を創造していくための社会的実践力を身につけ、他者と協働して

より豊かな人生や地域づくりを主体的に創造することのできる人材育成が目的になっており

ます。成果としては、確実に出ていると思います。 

  まず児童生徒についてですが、全国学習状況調査の質問紙調査結果によりますと、こうい

うふうな質問事項があります。地域や社会をよりよくするために何をすべきか考えることが
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ありますかという質問に対して、ある学年が小学校６年生のときの答えと中学校３年生、３

年後の答えのデータがあります。小学校６年生のときは肯定的な回答が５６．５％でした。

３年後の中学校３年生のときは８０％まで上がるというふうに、２３．５ポイントの上昇が

ありました。ほかにも、課題対決に向けて自分で考え自分から取り組んでいきたいと思うと

いう質問や、授業で自分の考えを発表する機会で自分の考え方がうまく伝わるように工夫し

て発表したいと思うという項目でも成果が見られております。 

  次に教師、教えるほうについてですが、住田町の教職員が一つのチームのような一体感を

もって子供の思いを盛り上げるための指導力を身に着けていきたいと努力をしております。

それから保護者や地域協力者は、アンケートの結果によりますと次のような肯定的回答がた

くさんありました。地域のことを学ぶことで郷土愛の形成につながる。地域全体で子供たち

の活動を応援できる。子供たちに質問されることによって住田の良さを自分たちも知ること

ができた。 

  以上のようなことから、まとめると今までの実践について県内外からも住田の教育につい

ての問い合わせもありますし、子供たちの人間形成や地域にとっても多くの成果が出ている

ので、今後も引き続き推進していきたいと考えております。課題につきましても多々ありま

すが、それらも踏まえながら今後も推進していきたいと思っております。 

  以上です。 

○副委員長（水野正勝君） 佐々木春一君。 

○５番（佐々木春一君） 児童生徒の受け止め、学校の教職員の対応の在り方、地域の声まで

詳しく答弁いただいたわけですけども、要は私たちが期待するのは、生まれ育った子供たち

が将来に向けての地域の想像を膨らませてほしいという、そしていずれはこの地域のリーダ

ーとして活躍してほしいということを期待するわけですけども、率直な声をどう受け止めて

いるか再度お聞かせいただければと思います。 

○副委員長（水野正勝君） 教育長。 

○教育長（松高正俊君） 今の御質問にお答えいたします。 

  子供たちのほうは、住田町という地域に愛着を持てるような形で今地域創造学等をやって

おりますので、この学習をすることによって住田というところの良いところを発見する子供

たちもおりますし、それから地域の方々も先ほど言ったとおり住田町に関する部分の愛着等

も出てきておりますので、それが将来の子供たちの住田に関する思いにつながればいいかな

と思っております。 
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  あと課題的な部分としては、この地域創造学について先ほど春一議員も言ったとおり、広

報活動といいますか地域の一般の方々にどのようにさらに広めていくか、それで地域に関し

てのさらに愛着を深めさせていくことがまた考える部分だと思っております。 

  以上です。 

○副委員長（水野正勝君） ほかにございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○副委員長（水野正勝君） これで、歳出１０款教育費から令和３年度住田町一般会計歳入歳

出決算実質収支に関する調書までの質疑を終わります。 

  これで、認定第１号 令和３年度住田町一般会計歳入歳出決算の認定についての質疑を終

わります。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎散会の宣告 

○副委員長（水野正勝君） お諮りします。 

  本日の会議は、これで散会したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○副委員長（水野正勝君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本日はこれで散会することに決定しました。 

  本日は、これで散会します。 

  御苦労さまでした。 

 

散会 午後０時００分 
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